
秋ギク「神馬」の２月開花作型における再電照法

［要約］秋ギク「神馬」は、２月開花作型では、電照消灯後14日暗期の後に4日再電

照することにより舌状花数が増加し、うらごけを防止できる。
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［背景・ねらい］

「神馬」は、舌状花数が少なく、うらごけしやすい品種である。そこで、これらの切り

花品質を向上させる再電照技術を確立する。

［成果の内容・特徴］

１.「神馬」は、電照消灯後14日暗期の後に4日再電照することにより、舌状花数が増加す

る（表１）。

２.「神馬」は、再電照することにより上位葉が大きくなり、うらごけを防止できる。（表

２）。

３.「神馬」の舌状花数を増加させ、うらごけを防止できる再電照方法は、電照消灯後14日

暗期の後に4日間点灯するのが最良である（表１、表２）。

［成果の活用面・留意点］

１.再電照は、深夜4時間とする。



［具体的データ］

表１ 「神馬」の再電照方法と花弁数

試験区 舌状花数 管状花数 合 計 舌状花率

8日暗期 180.1枚 108.2枚 288.3枚 62.5％

10日暗期 199.8 83.2 283.0 70.6

12日暗期 214.5 52.4 266.9 80.4

14日暗期 229.4 33.0 262.4 87.4

再電照無し 178.4 57.5 236.4 75.7

注１）直挿し 平成13年10月18日

注２）摘 心 平成13年11月6日

注３）消 灯 平成14年1月2日

注４）再電照 深夜４時間、４日間点灯

表２ 「神馬」の再電照方法と葉長

試験区 １葉 ３葉 ５葉 ７葉 ９葉

8日暗期 6.3cm 9.0cm 9.4cm 9.3cm 9.7cm

10日暗期 6.6 9.0 8.9 8.7 9.4

12日暗期 6.3 8.3 8.0 8.4 9.3

14日暗期 6.4 8.3 7.9 8.1 9.2

再電照無し 5.1 7.0 7.4 8.0 9.2

注１）直挿し 平成13年10月18日

注２）摘 心 平成13年11月6日

注３）消 灯 平成14年1月2日

注４）再電照 深夜４時間、４日間点灯

注５）１葉 最上位葉を１葉、以下同様

［その他］
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